
 

 

１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（東海第二（９９３）） 

２．日 時：平成３０年５月３０日 １０時００分～１２時１０分 

１３時３０分～１７時５０分 

３．場 所：原子力規制庁 ９階Ｄ会議室 

４．出席者 

原子力規制庁： 

（新基準適合性審査チーム） 

名倉安全管理調査官、江嵜企画調査官、吉村上席安全審査官、植木主任安全審査官、 

千明主任安全審査官、津金主任安全審査官、村上主任安全審査官、田尻安全審査官、 

日南川安全審査官 

 

事業者： 

日本原子力発電株式会社：開発計画室 副室長 他１７名 

東北電力株式会社：原子力部(原子力設備) 担当 他４名 

東京電力ホールディングス株式会社：原子力設備管理部 耐震技術グループ 副長 他５名 

中部電力株式会社：浜岡原子力発電所 土木建築部 土木課 副長 他３名 

北陸電力株式会社：原子力本部原子力部 原子力耐震技術チーム 主任 他２名 

中国電力株式会社：電源事業本部（耐震設計土木） 担当課長 他２名 

電源開発株式会社：原子力技術部 設備技術室 担当 他２名 

 

５．要旨 

（１）日本原子力発電から、５月２２日、２５日及び本日の提出資料に基づき、東海第二発電所の

工事計画認可申請に係る津波への配慮に関する説明書、強度に関する説明書及び耐震性に

関する説明書について説明があった。 

 

（２）原子力規制庁から主に以下の点について指摘を行った。 

【津波への配慮に関する説明書】 

＜入力津波の設定＞ 

○ 工事計画認可申請における入力津波の設定については、防潮堤ルート変更による影響を考慮

していることが分かるよう記載すること。また、管路解析結果についても防潮堤ルート変更

の影響を考慮している旨を記載すること。 

 

＜津波防護に関する施設の設計方針＞ 

○ 防潮堤（鋼製防護壁）の性能目標に記載している構造概要を適正化するとともに、鋼製防

護壁と既設の取水構造物との関係についても記載すること。 

 

【竜巻への配慮が必要な施設の強度に関する説明書】 

○ 車両の飛来物評価における解析モデルの適用性について整理して提示すること。 

 

【火山への配慮が必要な施設の強度に関する説明書】 



 

○ ルーフベントファンについて、降下火砕物の堆積荷重に対する応力評価での評価断面の妥当

性について、整理して提示すること。 

 

【計測制御系統の耐震性に関する説明書】 

○ 加振試験について、設備ごとの試験内容（入力する波、加振方向、考慮する振動数の範囲等）、

を整理して提示すること。 

○ 計算書の記載内容について、機電設備の耐震計算書の作成方針に従った様式、記載項目等と

した上で整理して提示すること。 

○ 設計基準対象施設である設備は、その旨を概要に記載すること。 

 

＜衛星電話設備（常設）の耐震性についての計算書＞ 

○ 使用材料の供応力評価条件について、温度条件の設定根拠を整理して提示すること。 

○ 積雪荷重について、単位荷重の意味が明確になるように記載を見直して提示すること。 

○ 地震応答解析及び応力評価のうち基本方針について、評価に係る項目を明確にした上でさら

に必要な項目を記載するように記載を見直して提示すること。 

○ 解析モデルの諸元におけるポアソン比について、設定根拠を整理して提示すること。 

○ 固有値解析について、固有値解析結果を示す範囲を明確にした上で記載を適正化すること。 

○ 機能維持評価について、評価用加速度は各床面最大応答加速度（ＺＰＡ）を用いることが明

確になるように記載を検討して提示すること。 

○ 基準地震動Ｓｓに対する応力評価結果について、組合せ応力に対する評価結果が示す意味を

整理して提示すること。また、組合せ応力の計算式の根拠を整理して提示すること。 

 

＜ＬＡＮ収納架（ＳＡ）の耐震性についての計算書＞ 

○ 電気的機能維持の評価結果の一覧表について、詳細評価の記載の必要性を整理した上で記載

内容を整理して提示すること。 

 

（３）日本原子力発電から、本日の指摘等について了解した旨の回答があった。 

 

６．その他 

提出資料： 

・津波防護に関する施設の設計方針 

・降下火砕物に対する建屋の健全性 

・火山への配慮が必要な施設の強度に関する説明書 

・竜巻への配慮が必要な施設の強度に関する説明書 

 


